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特
集
／
で
き
る
こ
と
を
広
げ
よ
う
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今
、
地
球
が
危
な
い

　

私
た
ち
の
住
む
地
球
。
水
と
大
気

に
満
ち
た
美
し
い
星
で
す
。
こ
の
奇

跡
と
も
言
え
る
環
境
の
お
か
げ
で
、

私
た
ち
人
間
を
は
じ
め
と
す
る
生
物

が
、
命
を
育
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
で
も
最
近
、
地
球
が
少
し

変
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
の
春
、
桜
の
開
花
が
平
年
よ

り
五
日
も
早
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
に
は
三
十
度
を
超
え
る
真
夏
日
の

日
数
が
、
各
地
で
観
測
史
上
最
多
を

記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
集

中
豪
雨
、
大
型
台
風
の
多
発
や
上
陸

な
ど
、
過
去
に
な
い
異
常
気
象
が
日

本
に
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本

だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に
も
同
様
に

起
き
て
い
ま
す
。
昨
年
夏
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
熱
波
で
約
一
万
五
千
人
が
死

亡
。
世
界
各
地
で
は
、
森
林
火
災
が

起
き
、
特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
過
去

二
十
年
間
で
最
悪
の
山
火
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
異
常
気
象
は
、
す
べ
て

地
球
温
暖
化
が
影
響
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
の
気
温
が
上

昇
し
て
い
く
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、

異
常
高
温
を
は
じ
め
洪
水
や
干
ば
つ
、

食
料
不
足
な
ど
、
地
球
上
の
生
命
に

極
め
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
存
亡

に
も
か
か
わ
り
ま
す
。
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原
因
は
私
た
ち
の
生
活

　

な
ぜ
、
地
球
の
気
温
が
上
昇
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
球
は
、
大
気
中
に
あ
る
温
室
効

果
ガ
ス
に
よ
り
、
太
陽
か
ら
の
熱
を

閉
じ
込
め
た
り
ほ
ど
よ
く
逃
し
た
り

し
て
温
度
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
を

占
め
て
い
る
の
が
、
二
酸
化
炭
素
で

す
。
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
電
気

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
使
う
た
め
に
、
石

油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
や
す
と
、

二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
、
熱

が
宇
宙
に
放
出
さ
れ
に
く
く
な
り
、

地
球
が
熱
せ
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
の
生
活
が
地
球

温
暖
化
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

あ
ふ
れ
る
環
境
問
題

　

地
球
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
は
、

地
球
温
暖
化
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の

環
境
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
ご
み
問
題
。
あ
な
た
は
今

日
、
ど
れ
だ
け
ご
み
を
捨
て
ま
し
た

か
。
日
本
で
一
年
間
に
排
出
さ
れ
た

ご
み
は
、
五
千
二
百
十
万
ト
ン
、
東

京
ド
ー
ム
の
約
百
四
十
杯
分
に
な
り

ま
す
。
一
人
一
日
当
た
り
に
す
る
と

一
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
排
出
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
川
や
湖
、
海
な
ど
の
水
の

汚
れ
も
大
き
な
問
題
で
す
。
洗
剤
や

油
、
米
の
と
ぎ
汁
な
ど
、
私
た
ち
の

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
が
水
を
汚
し
て

い
ま
す
。
水
を
汚
す
原
因
の
約
七
割

が
生
活
排
水
な
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
自
動
車
。
車
は
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
だ
け
で
な
く
、
た
く

さ
ん
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
地
球

温
暖
化
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

大
気
汚
染
物
質
は
、
酸
性
雨
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
酸
性
雨
は
生
き

物
の
生
命
を
脅
か
し
、
森
林
へ
も
被

害
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊

さ
れ
、
紫
外
線
の
増
加
に
よ
る
人
の

健
康
や
生
態
系
へ
の
悪
影
響
、
森
林

破
壊
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
発

生
、
種
の
絶
滅
、
砂
漠
化
に
よ
る
食

料
不
足
な
ど
、
環
境
問
題
は
地
球
規

模
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
す
べ
て
私
た

ち
が
普
段
の
生
活
で
、
何
気
な
く
や

っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
と
も
言
え
ま
す
。
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市
民
の
手
に
よ
る
基
本
計
画

　

私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
て
い
る

環
境
を
、
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
企
業
な
ど
の
事
業
者
、
そ
し
て

行
政
で
あ
る
市
が
協
力
し
な
が
ら
、

環
境
に
配
慮
し
た
総
合
的
な
取
り
組

み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
平
成
十
二
年
三
月
「
可
児

市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

 
市
民
の
活
動
を
広
げ
よ
う

　

計
画
を
策
定
し
て
か
ら
約
五
年
、

計
画
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
市
民
が
で
き
る
こ
と
は
自
ら

の
手
で
行
お
う
と
、
十
一
項
目
の

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
」
を
掲
げ

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
事
業
を
実
践
す
る
た

め
に
六
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
、
自
主
的
な
企
画
に
よ
り

多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
活
動
に
参
加
し
て
、
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ハイキングで説明を聞く参加者

秋にはケナフを収穫

完成した山小屋で講座も開催

 可児の良さの再発見
 可児の良さの再発見部会
　私たちは、可児の良さを見つけるため、まず地元を知ることから始めてきました。
　具体的な活動としては、毎年市民の皆さんとともに「ふるさと発見ハイキング」
や「ふるさと発見写真展」を開催したり、「環境フェスタ」の運営に参加したりし
てきました。
　市民の皆さんに参加をいただきながら、可児市について理解を深め、環境に配慮
したまちづくりや、環境に配慮した暮らしをするのに貢献したいと考えています。

 ケナフの栽培と活用
 可児ケナフの会
　私たちは、地
球にやさしい植
物「ケナフ」の
栽培・利用を通
じて、環境保全
意識の向上、啓
発活動を行って
います。昨年度
より種まき、
成長観察、収穫、紙すき、炭焼きを体験できる市民
講座を始めました。コープ可児店でのランプシェー
ドづくり、広見公民館ゆとりピアや白川町での紙す
き講座もやりました。今年度は「高知ケナフの会」
に原料を送り、Ａ２版用紙３５０枚を作りました。こ
れを使って絵手紙や年賀状作りを計画中です。ユニ
ークな遊びと学習がいくつも経験できます。一緒に
活動してみませんか。

 里山の保全活動
 里山クラブ可児
　平成１４年、待ち望んでいた本格的な活動地となる
久々利の我田の森を借用し、身の丈以上のササ刈り
から整備を始め、１５年５月には山小屋も完成させま
した。この小屋が完成したことにより、活動は一段
と活発になり、多くの人が集まるようになりました。
シイタケ栽培、各種クラフト作り、ソバ・サツマイ
モ畑や棚田作り、炭焼き窯と、とにかく楽しく活動
しています。毎
月第３、第４日
曜日が活動日と
なっています。
楽しく楽しく、
とにかく続けよ
うと活動してき
ました。ぜひ一
度遊びに来てく
ださい。
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無農薬野菜を収穫

大勢が参加した可児川でのウオッチング

いすの張り替え講座の様子

 資源活用システムづくり
 資源活用グループ
　私たちは、物
の再利用（すぐ
にごみにしな
い）をモットー
に活動してきま
した。１年目は、
リサイクル工場
の親子見学会だ
けでしたが、２
年目にいすの張り替え講座が増え、４年目には着物の
リフォーム講座、ふろしきの結び方講座が加わりまし
た。特に着物のリフォーム講座は申し込みが殺到し、
秋に２回目の講座をするほどでした。さまざまな講座
を通して、市民の皆さんに楽しみながら物を大事にす
るということのお手伝いができたのではないかと思い
ます。

 市民による水質調査
 可児市版のブルーリバー作戦
 可児市めだかの 楽  校 

がっ こう

　私たちは、春と秋に市内の川のウオッチングを行っ
てきました。五感を使って水質調査や水生生物、水辺
の観察を通して川に親しみながら、川から見えてくる
暮らし、文化、歴史などを学んでいます。
　１回目の川ウオッチングは、平成１２年４月２９日の
久々利川でした。今年の１１月２３日は１０回目で、可児川
ウオッチングです。
　川ウオッチング
しながら河川流域
マップづくりや、
子どもたちや市
民・住民による流
域・川サミットの
開催を願っていま
す。

 生ごみのリサイクルシステムづくり
 生ごみエコサークル
　私たちは、生ごみを家庭でたい肥などに処理して、おいしい野菜や美しい花を育てる
方法を広めようと取り組んできました。家庭の状況や個人の好みにあった処理方式を、
実践から得た結果を基に、環境講座などで一人でも多く、生ごみリサイクルに取り組ん
でもらえるよう紹介しています。また、サークルでは、市民農園にて有機肥料による無
農薬野菜作りを実践するとともに、収穫体験講座を通して野菜の生育状態を観察するこ
ともできます。

　「可児市環境基本計画」ができたの
は、２０００年３月です。それから約５
年、環境基本計画の具体化として、６
つの市民ワーキンググループが活動を
開始し、持続的に取り組みを行ってい
ます。また市は、率先行動として
ISO１４００１を認証取得しました。２００１
年３月からは市民・事業者・市が実行
委員会を作り、「環境フェスタ」を毎
年開催しています。そのプレイベント
として「いい川・いいまち・みんなで
清掃」を合言葉に、可児川一斉清掃も
行っています。多くの人たちがさまざ
まな催しに参加し、学校の協力もあっ
て、多くの小・中学生や高校生も参加
しています。
　来年の第５回環境フェスタは、“点

から線へ、線から面へ”と多くの人々
が参加し、さらに広がりを作っていく
場として、市民・事業者・市が協働し
て、取り組んでいきたいと思います。
　環境基本計画の今日までの５年間を、
どこまできたのか、課題は何かという
点から、検証が必要です。また、計画
の具体化・政策化として、省エネの推
進、自然エネルギーの利用、アイドリ
ン グ ス ト ッ プ 運 動、CO２対 策、ご
み・産廃の発生抑制や減量化、まちづ
くり・都市計画など、インフラ整備が
求められていると考えています。
　これらを話し合う場として、環境
基本計画の中で言われている「環境
づくり市民会議」の設立が必要ではな
いでしょうか。

　環境基本計画市民会議委員
として計画策定時から携わっ
ている
可児市環境フェスタ
実行委員長
河崎　典夫さん
　　　　（桂ケ丘）
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市
が
率
先
し
て
実
践

　

環
境
基
本
計
画
を
全
市
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
市
が
市

民
や
事
業
者
の
模
範
と
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
こ
で
市
は
、
率
先
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
環
境
管
理
シ

ス
テ
ム
国
際
規
格
で
あ
る
I
S
O
１

４
０
０
１
の
認
証
を
、
平
成
十
二
年

度
に
取
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
I
S
O
１
４
０
０
１
は
、
事

業
活
動
の
中
で
、
環
境
に
与
え
る
影

響
を
で
き
る
だ
け
無
く
し
て
い
く
た

め
の
規
格
で
す
。
市
は
、
市
役
所
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
で
の
事
務

事
業
活
動
が
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
調
査
・
把
握
し
、
改
善
に

向
け
て
の
具
体
的
な
目
標
設
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
の
発

生
抑
制
・
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
務

事
業
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

 
事
業
者
も
一
員
と
し
て

　

市
内
に
多
く
あ
る
事
業
所
も
、
市

民
の
生
活
や
行
政
と
同
じ
よ
う
に
、

そ
の
活
動
が
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
各
種
の
事
業

活
動
の
中
で
、
製
造
、
加
工
、
流
通
、

販
売
な
ど
の
各
段
階
で
、
な
る
べ
く

環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。　

　

率
先
し
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
内
の
事
業
所
で
は
、
I
S

O
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
す
る

と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
棄
物
の
減
量
、
再

資
源
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
、

塩
素
系
用
材
の
全
廃
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
設
定
し
、
活

動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
や

技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
企
業
と
し
て
周
辺
環
境
に

十
分
な
配
慮
を
し
、
公
害
の
防
止
や

安
全
対
策
な
ど
に
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
一

員
と
し
て
、
地
域
の
各
種
環
境
活
動

や
環
境
フ
ェ
ス
タ
を
始
め
と
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
画
し
な
が
ら
、
社
内
の

環
境
改
善
活
動
お
よ
び
社
員
の
環
境

意
識
の
高
揚
へ
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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五
回
目
を
迎
え
る
フ
ェ
ス
タ

　

市
民
・
事
業
者
・
市
が
実
際
に
ど

ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
知

り
た
い
。
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。
そ
れ
に
ぴ
っ
た

り
な
の
が
「
可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

で
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
可
児
市
環
境
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
市
民
・

事
業
者
・
市
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
、

今
年
度
、
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
に
は
、
六
つ
の
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
、
四
つ
の
市
民
団
体
、
十

四
の
事
業
所
、
三
つ
の
公
共
団
体
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
を
は
じ

め
、
講
演
会
の
内
容
や
企
画
の
決
定
、

ポ
ス
タ
ー
の
選
考
や
チ
ラ
シ
の
作
成

な
ど
、
す
べ
て
実
行
委
員
会
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
実
行
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
の
よ
う
な
環
境
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
知
る
情
報
交
換
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段
知
る
機
会

が
少
な
い
事
業
所
の
活
動
や
、
市

民
・
市
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
、
新
た
な
取
り

組
み
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
環
境
に
つ
い
て
学
び
、

話
し
合
い
を
す
る
機
会
を
設
け
、
可

児
の
ま
ち
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

場
と
な
る
こ
と
で
、
環
境
に
気
遣
う

市
民
文
化
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

 
エ
コ
ラ
イ
フ
で
地
球
を
守
ろ
う

　

環
境
問
題
は
、
す
べ
て
私
た
ち
の

生
活
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
少
し
暮
ら
し

を
見
直
す
だ
け
で
、
変
え
ら
れ
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
み
ん
な

で
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
き
な
成
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
取
り

組
み
を
始
め
れ
ば
、
ま
だ
間
に
合
い

ま
す
。

　

あ
な
た
も
環
境
フ
ェ
ス
タ
の
参
加

を
第
一
歩
に
、
共
に
考
え
行
動
し
て
、

将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境
文
化
都
市

・
可
児
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ラ
イ

フ
を
あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
球
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

●
問
合
先　

環
境
課

　今年度の環境フェスタは、環境文化都市・可児をめ
ざして「できることを広げよう」～あなたのエコライ
フが地球を守る～と、これまで考え、始めてきたこと
をどんどん広げていこうということをテーマにしてい
ます。
　平成１７年２月２６日（土）・２７日（日）の２日間、広
見公民館ゆとりピアで開催します。あなたも参加して、
できることをどんどん広げていきましょう。
　また、環境フェスタに先立ち、２月１９日（土）には
プレイベントとして可
児川の一斉清掃を行い
ます。毎年小中学生や
高校生、事業所など多
くの人が参加します。
　あなたの参加をお待
ちしています。

熱心に議論が交わされる実行委員会

　あなたのエコライフ度チェック
　　～可児市環境配慮行動指針より～

□　できるだけ冷暖房機の使用を控え、使用時は冷房２８℃ 以上、暖房２０℃ 以下に設定します
□　テレビや照明は、小まめに消します
□　電気製品は未使用時の主電源を切り、待機電力の消費を防ぎます
□　できるだけ家族団らんし、使わない部屋の照明や冷暖房を消します
□　冷蔵庫の開閉を少なくし、物を詰め込み過ぎないようにします
□　食べきれるだけ調理し、食べ残しを減らすようにします
□　ごみの分別を徹底し、できるものは積極的に再利用します
□　歯磨きや洗顔のときは、水を出しっ放しにしません
□　お風呂は続けて入り、追いだきを減らすようにします
□　洗濯にはお風呂の残り湯を使い、まとめて洗うようにします
□　車の運転をできるだけ控え、自転車や公共交通機関を利用します
□　車の駐停車時は、アイドリングストップを心掛けます
□　買い物に出掛けるときは、買い物袋を持参します
□　使い捨て商品の購入を控え、環境にやさしい製品を買います
□　地域の環境美化活動やボランティア活動、環境講座などに参加します

１０個以上‥‥‥あなたは立派なエコ人間。これからはあなたが中心になってエコライフを広げましょう。
 ５～９個‥‥‥‥エコ人間まであと一歩。ひとつずつできることを増やしていきましょう。
 ４個以下‥‥‥‥日々の暮らしを見つめ直し、もう少し環境に配慮した生活を送りましょう。

チェックの数が

あなたはどれだけ始めていますか？

楽しい催しもある環境フェスタ
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人と人との和を
大切に

若葉台まちづくり協議会
　代表　高田英明さん

　これまでにも住民による自主的なまちづくりの取り
組みは、さまざまな形で行われてきましたが、それを
支えてくれるような仕組みがなく、苦労することも少
なくありませんでした。
　この条例ができたことで、行政と協働でまちづくり
を進めることができるようになったのは大変意義深い
ことです。
　若葉台はさまざまな課題を抱えていますが、まちづ
くりを通じて、人と人との和を大切にし、誰にとって
も優しいまちを目指したいと思います。

 
自
主
的
に
取
り
組
む

 
二
地
区
の
住
民
組
織

　

去
る
七
月
一
日
に
可
児
市
市
民
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
四
カ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
市
で
は
こ
の
条
例

の
普
及
を
図
る
た
め
、
各
地
区
で
説

明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
二
つ
の
地
区
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
自
主
的
に
取
り
組
む

住
民
組
織
が
発
足
し
、
条
例
に
定
め

る
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て

初
め
て
市
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
二
地
区
の
協
議

会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 
広
見
東
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

広
見
東
地
区
で
は
、
東
海
環
状
自

動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国

道
二
一
号
バ
イ
パ
ス
が
来
年
に
も
開

通
す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
交
通

量
の
増
大
や
大
規
模
店
舗
の
進
出
な

ど
、
ま
ち
の
姿
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
平
成
九

年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
、
地
区
住

民
が
主
体
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
条
例
を
活
用
し
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
推
進
役
と
な
っ
て
、

さ
ら
に
活
発
な
取
り
組
み
が
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 
若
葉
台
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

若
葉
台
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
造

成
が
始
ま
っ
た
、
市
内
で
も
長
い
歴

史
を
持
つ
団
地
で
す
。
し
か
し
、
造

成
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
環
境
の
変
化

や
住
民
の
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
条
例
の
施
行
を
契
機
と

し
て
住
民
有
志
が
集
ま
り
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
治
会
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
生
活
環
境
の
向
上
、
防
犯
・

防
災
、
住
民
の
連
帯
感
醸
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

●
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

これまでの取り
組みを生かして

広見東まちづくり協議会
　代表　渡辺克彦さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（瀬田）

　広見東地区では、東海環状自動車道の（仮称）可児
御嵩インターチェンジ開通という大きな環境の変化に
対応するため、まちづくり計画を自主的につくり、運
用しています。
　これまでに、土地利用、環境、歴史・文化などの分
野で取り組みを進めてきましたが、今後は高齢化に対
応した福祉面での活動なども協議会の重要な役割だと
考えています。
　現在の計画をうまく生かしながら、調和の取れた安
全で安心して暮らせるまちにしていきたいと思います。
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サ
ン
パ
ウ
ロ
市
は
、
日
本
の
東
京

の
よ
う
に
産
業
の
発
達
し
た
人
口
の

多
い
街
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
多
民
族

国
家
で
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
も
日
本
を

は
じ
め
多
く
の
国
の
移
民
が
住
ん
で

い
ま
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
代
表
的
な
料
理

は
「
ヴ
ィ
ラ
ド
ァ
パ
ウ
リ
ス
タ
」
で

す
。
ご
飯
の
上
に
豆
、
バ
ナ
ナ
の
揚

げ
物
、
骨
付
き
豚
バ
ラ
肉
の
煮
付
け
、

野
菜
い
た
め
、
ト
マ
ト
、
玉
ネ
ギ
、

ヴ
ィ
ネ
ガ
ー
ソ
ー
ス
（
西
洋
の
お
酢
）

を
か
け
た
も
の
で
す
。　

ブ
ラ
ジ
ル
は
と
て
も
自
然
に
恵
ま

れ
た
国
で
す
。
父
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

か
ら
百
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
カ
ン
ブ
リ
ジ
ニ
ョ
・
ビ
ー
チ
で
海

の
家
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
の
こ
ろ
、
夏
休
み
と
冬
休
み
に
は

必
ず
私
た
ち
兄
弟
三
人
を
連
れ
て
い

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ラ
サ
ラ
で
真

っ
白
な
砂
浜
、
青
く
澄
ん
だ
海
は
サ

ー
フ
ァ
ー
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。
夏
に
は
色
鮮
や
か
な
オ
ウ
ム
の

群
れ
を
、
冬
に
は
野
生
の
イ
ル
カ
や

亀
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に

一
回
地
引
網
漁
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

み
ん
な
で
一
緒
に
網
を
引
き
ま
す
。

ボ
ラ
が
大
量
に
捕
れ
、
そ
れ
を
海
辺

で
焼
い
て
食
べ
る
の
が
私
た
ち
の
楽

し
み
で
し
た
。

岐
阜
県
に
は
海
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
あ
の
美
し
い
海
を
一
層
な
つ
か

し
く
、
恋
し
く
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
ジ
ャ
ン
グ
ル
ビ
ー
ト
は
、

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を

楽
し
ん
で
い
る
仲
間
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、
音
楽
の
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
カ
ッ
コ
よ
く
ポ
ー
ズ
を

決
め
た
り
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
動

き
な
が
ら
隊
形
を
変
化
さ
せ
た
り
し

て
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
楽
し
む
も
の
で
す
。

結
成
か
ら
四
年
、
子
ど
も
た
ち
も

お
母
さ
ん
た
ち
も
少
し
ず
つ
カ
ッ
コ

よ
く
動
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
年
に
二
回
は
発
表
会
も
あ
り
、

舞
台
で
踊
る
衣
装
は
い
つ
も
お
母
さ

ん
た
ち
の
手
作
り
で
す
。
一
生
懸
命

練
習
し
た
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
を
、
仲
間

の
み
ん
な
と
一
緒
に
舞
台
に
立
っ
て

踊
る
時
は
最
高
に
幸
せ
で
す
。
も
ち

ろ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
踊
り
ま
す
。
ま
た
、
頑
張

っ
て
練
習
す
る
と
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の

競
技
会
に
出
る
事
も
で
き
ま
す
。

カ
ッ
コ
い
い
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
！
一

緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
練
習
日
時　

月
３
回　

水
曜
日　

　

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
指
導
者　

奥
田
陽
子
さ
ん
（
可
児

　

市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
指
導
者
）

●
会
費　

月
３
０
０
０
円
（
親
子
で
）

●
問
合
先　

桜
井
恵
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
 �
�
５
２
９
９

多
く
の
民
族
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
町

●
記

大
平
マ
ル
シ
ア
綾
子
さ
ん（
土
田
）

１３３

７ ４

親
子
で
元
気
よ
く

親子エアロビック

ジャングルビート

●記 桜井恵美子さん（今渡）

カンブリジニョ・ビーチ

!!
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春
里
公
民
館
で
活
動
す
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
同
好
会
に
高
須
義
信
さ
ん
は
、
夫
妻
で
参
加

し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
と
雑
談
を
し
、
交
流
す
る

二
時
間
が
何
よ
り
の
健
康
の
秘
訣
」
と
話
す
高

須
さ
ん
。
卓
球
を
始
め
た
の
は
、
会
社
を
定
年

後
、
奥
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
そ
の
後
、
奥
さ
ん
と
と
も
に
、
全
国
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
に
出
場
。
ス
ポ
レ
ク
祭
、

福
祉
祭
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。

「
卓
球
も
愛
と
心
が
大
切
で
す
。
お
互
い
が

相
手
を
理
解
し
あ
っ
て
、
明
る
く
、
楽
し
い
健

康
卓
球
に
心
掛
け
、
継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と

楽
し
そ
う
に
話
す
姿
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
神

髄
を
感
じ
ま
す
。

※
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

直
径
四
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

　

ラ
ー
ジ
サ
イ
ズ
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う
卓
球

明るく、楽しく、健康卓球
●高須義信さん（若葉台・７０歳）・良子さん（６９歳）

▼

ぶ
ど
う
（
長
坂
）

▲月下菜津輝（土田）

▼

ユ
ウ
ユ
ウ
（
み
ず
き
ケ
丘
）

俳
句 �
�
�
�
 
岬　

雪
夫　

選

曽
我
崎
夫
（
今
渡
）

雁
の
行
く
先
に
海
あ
り
小
島
あ
り

千
葉
君
子
（
今
渡
）

天
の
川
利
根
川
越
え
て
ふ
る
里
へ　

中
村
裕
子
（
下
恵
土
）

ど
の
木
に
も
名
札
か
け
ら
れ
紅
葉
坂

　
　
　

小
川
利
都
子
（
桜
ケ
丘
）

秋
深
し
昔
の
日
記
出
し
て
読
み

吉
田
幸
子
（
坂
戸
）

稲
架
立
て
て
田
ん
ぼ
の
中
の
一
軒
家

　
　

森
田
三
千
代
（
塩
）

廃
線
の
駅
の
ホ
ー
ム
の
草
紅
葉

交
告
敏
子
（
下
恵
土
）

秋
深
し
駄
菓
子
の
な
ら
ぶ
八
雲
邸

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

告
井
敬
一
、
玉
置
武
司
、
河
合

一
枝
、
土
屋
利
夫

●
福
寿
苑
に

柘
植
砂
男

　

紹
介
し
た
い
人
や
グ
ル
ー
プ
、

市
内
の
見
ど
こ
ろ
、
身
近
な
話
題

な
ど
を
市
政
情
報
課
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

◎テディベアを作ろう！

　テディベアの制作講習会を開催しま

す。一緒にかわいいテディベアを作り

ませんか。

●期日　１２月２３日（木）

●時間　午前１０時から午後４時

●場所　文化創造センター（下恵土）

●材料費　３，０００円

●定員　１０人（先着順）

●連絡先　堀部美枝さん�０９０（６０８８）

８９０３

参加者を募集

これからもずっと二人三脚で
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健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ
アアアアアアアアアア
可可可可可可可可可可
児児児児児児児児児児

健
康
フ
ェ
ア
可
児

ささささささささささ
つつつつつつつつつつ
きききききききききき
ババババババババババ
スススススススススス
出出出出出出出出出出
発発発発発発発発発発
式式式式式式式式式式

さ
つ
き
バ
ス
出
発
式

市長（左）から棚橋社長にデザイン鍵が手渡された

１０月１日朝。市役所南にあるさつきバス

の停留所前で、この日からルート・ダイヤ

が大幅改正となったバスの出発式が行われ

ました。

式では市長らのあいさつに続き、バスを

運行する東濃鉄道株式会社社長の棚橋延雄

さんに、市長からデザイン鍵が手渡されま

した。

午前７時３０分に最初のバスが出発。３０人

ほどの参加者に拍手で見送られました。

身近な交通手段として

親子で歯のチェックを受けました

健脚な人たちはウオーキングで川合公園へ

１０月１６日と１７日の両日、文化創造センターで、

毎年恒例の健康フェア可児が行われました。

１６日は西川ヘレンさんの講演会が主劇場で行わ

れ、詰め掛けた約１０００人のお客さんが、ユーモ

アを交えた楽しい話に聞き入りました。

１７日は、館内が可児医師会による健康測定機器

の体験や可児歯科医師会によるお口の健診などさ

まざまな催しで一日中にぎわったほか、館外では

ウオーキング大会なども行われました。健康につ

いていろいろな側面から体験し考えられるよい機

会となりました。

健やかなまちづくり
花フェスタ２００５
ぎふの宣伝に「は
なりん」も登場！

血圧測定などいろいろな健康測定を体験

西川ヘレンさん
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７５歳の決意を述べた大西さんと彦坂さん（中央後方）

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
ケケケケケケケケケケ
丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘
小小小小小小小小小小
・・・・・・・・・・
地地地地地地地地地地
歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞
伎伎伎伎伎伎伎伎伎伎
鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
会会会会会会会会会会

桜
ケ
丘
小
・
地
歌
舞
伎
鑑
賞
会

老老老老老老老老老老
人人人人人人人人人人
クククククククククク
ララララララララララ
ブブブブブブブブブブ
体体体体体体体体体体
育育育育育育育育育育
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会

老
人
ク
ラ
ブ
体
育
大
会

いいいいいいいいいい
きききききききききき
いいいいいいいいいい
きききききききききき
長長長長長長長長長長
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
のののののののののの
集集集集集集集集集集
いいいいいいいいいい

い
き
い
き
長
寿
の
集
い

ディスク正確投げ競争を楽しむ皆さん

▼

花道に登場した
「白浪五人男」
に児童らがびっ
くり

１０月７日、文化創造センターの主劇場を会場

に、いきいき長寿の集い「宝寿の賀」が開催さ

れました。

去年から始まったこの催しは、市内在住で今

年度７５歳となるお年寄りを祝うもので、約４００

人が来場しました。式典では７５歳代表の彦坂光

伯さん（土田）と大西冴子さん（瀬田）が決意

を述べました。その後のアトラクションでは演

歌歌手・大泉逸郎さんの歌謡ショーなどが行わ

れ、会場は大いに盛り上がりました。

宝寿を祝って

１０月１４日、坂戸の市総合運動場で、第２７回可

児市老人クラブ体育大会が行われました。

市内の各老人クラブから約８００人が参加し４

つのチームに分かれて「源平玉入れ」「借り物

競走」などで競いました。恒例の「仮装大会」

には６グループが参加。どの競技にも大きな声

援が飛び交いました。

最後は全員で「可児市音頭」と「郡上おどり」

を踊って閉会。終始、明るく元気な笑いに包ま

れていました。

高齢パワー全開

１０月６日、桜ケ丘小学校で、日本の伝統文化

に触れようと地歌舞伎鑑賞会が行われました。

会場となった体育館には、全校児童と PTA、

地域の人たち約６５０人が集まり、可児地歌舞伎

同好会の演じる「白浪五人男」（抜粋）を鑑賞

しました。

上演に続いて児童代表６人が、歌舞伎の化粧

を実際にしてもらい、衣装をまとって登場。素

顔が分からないほどに変身した姿に、会場の子

どもたちから歓声が上がっていました。

伝統文化に触れる

歌舞伎の化粧などを体験した子どもたち
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●市役所　〒５ ０ ９ - ０ ２ ９ ２　広見一丁目１番地
��１１１１

瀬田幼稚園・園庭開放

なかよしひろばへ行こう
瀬田幼稚園は、まだ入園していない子どもと

保護者を対象にした園庭開放「なかよしひろば」
を開催します。ぜひお出掛けください。
●期日　１１月１８日（木）雨天中止
●時間　午前１０時～１１時１５分
●場所　瀬田幼稚園
●内容　在園児・先生との遊び、読み聞かせタイ
ム、育児に関する相談

●問合先　同幼稚園　��１３０２

市
民
に
愛
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
行

事
と
し
て
定
着
し
、
今
回
で　

回
２３

と
な
る
可
児
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン

大
会
。
今
回
は
、
東
海
環
状
自
動

車
道
開
通
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

同
自
動
車
道
を
走
り
ま
す
。

一
度
し
か
走
れ
な
い
コ
ー
ス
で 

す
。
ご
家
族
や
友
達
同
士
で
、
開

通
前
の
自
動
車
道
を
走
り
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　
　

年
１
月　

日
（
日
）

１７

３０

雨
天
決
行

●
場
所　

東
海
環
状
自
動
車
道
本

線
お
よ
び
（
仮
称
）
可
児
御
嵩

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
〜
８
時

　

分
４５

●
受
付
場
所　

同
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
内
仮
設
テ
ン
ト
（
柿
田
）

●
定
員　

合
計
１
５
０
０
人
（
先

着
順
）

●
参
加
費　

一
般
２
０
０
０
円
、

中
高
生
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

市
体
育
連
盟
事
務

局
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣

　

・
錬
成
館
内
）、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）、
市

内
各
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
便
振
り
込
み
ま
た
は
同
事
務

局
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

む
●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１２

２４

●
注
意
事
項　

申
し
込
み
後
の
参

加
取
り
消
し
は
、
参
加
料
の
払

い
戻
し
を
し
ま
せ
ん

※
参
加
者
全
員
に
記
念
品
あ
り
。

●
問
合
先　

市
体
育
連
盟
事
務
局

��
８
６
０
０

種目と出発時間
出発時間部門と参加区分コース

９：３０
１部＝高校・一般４０歳未満男子

１０㎞ ２部＝一般４０歳以上男子
３部＝高校・一般女子

９：４０
４部＝高校・一般４０歳未満男子

６㎞ ５部＝一般４０歳以上男子
６部＝高校・一般女子

９：５０７部＝中学男子４㎞ ８部＝中学女子
※申し込み状況により、出発時間が変更される場合があります。
　年齢の基準日は、大会当日の満年齢によります。

可
児
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
・
東
海
環
状
自
動
車
道
開
通
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

東
海
環
状
自
動
車
道
を
走
ろ
う

フリーウオーク
みんなで歩こう東海環状自動車道

東海環状自動車道開通プレイベント
として、フリーウオークを開催します。
同自動車道の本線を自由に散策するこ
とができます。
申込方法など詳細については、広報
かに１２月１日号で紹介します。
●期日　１７年１月３０日（日）
●時間　正午～午後２時（受け付けは
午後零時３０分まで）

●コース　柿田トンネル北側（可児市）
～兼山トンネル南側（御嵩町）・約
２.５㎞の区間
●参加費　無料
●問合先　市都市計画課

※今年度の大会は、自動車道がコースとなるため、
クロスカントリーおよびジョギングの部門はあ
りません。なお、車でお越しの場合、駐車場は
花フェスタ記念公園の東・西駐車場のみとなり
ます。駐車場から会場までは、シャトルバスを
運行します。
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�
花
い
っ
ぱ
い
運
動 �
�
�
�
�
�
�
 

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
こ
の
秋

も
実
施
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
中

１１

１４

●
内
容　

清
掃
と
花
の
球
根
植
え

 
清
掃 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
、
道
路

な
ど
の
清
掃
・
除
草

・
ご
み
は
次
の
よ
う
に
色
分
け
し
た

収
集
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
集

積
場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
（
後

日
、
市
が
回
収
し
ま
す
）

〔
収
集
袋
の
色
〕

可
燃
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
黄
色

金
物
…
…
…
…
…
…
…
…
ピ
ン
ク
色

ア
ル
ミ
缶
…
…
…
…
…
オ
レ
ン
ジ
色

ガ
ラ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
緑
色

草
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
透
明

陶
器
…
…
…
…
…
…
…
…
…
乳
白
色

 
花
の
球
根
植
え �
�
�
�
�
�
�
�
 

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
に
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
ま
す

※
希
望
者
に
は
、
各
連
絡
所
で
花
の

球
根
（
ク
ロ
ッ
カ
ス
）
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
先
着
順
と
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

・
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い

・
家
庭
の
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
の

で
、
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●
問
合
先　

維
持
管
理
課

か
に
か
に
探
訪
ク
ラ
ブ �
�
�
�
�
 

歴
史
の
街
を
歩
こ
う

か
に
か
に
探
訪
ク
ラ
ブ
は
、「
可

児
歴
史
の
街
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１１

１３

●
集
合
時
間　

午
前
９
時
集
合

●
集
合
場
所　

可
児
郷
土
歴
史
館

（
久
々
利
）

●
コ
ー
ス　

久
々
利
城
址
   

、
古
跡
泳

し

宮
な
ど
久
々
利
の
史
跡
を
巡
る
約

６
㎞
（
所
要
時
間
・
約
２
時
間　
３０

分
）

●
問
合
先　

同
ク
ラ
ブ
の
太
田
勝
康

さ
ん�
 �
７
２
５
６
、
石
川
智
加

男
さ
ん��
１
３
８
１

家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会 �
�
�
 

子
育
て
講
演
会
を
開
催

市
家
庭
教
育
学
級
は
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
父
親
の
子
育
て
参
加
、

子
育
て
と
自
分
育
て
を
考
え
ま
す
。

●
期
日　
　

月
３
日
（
金
）

１２

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

５０

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時　

分
か

３０

ら
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
演
題　

さ
さ
え
あ
お
う
、
子
育
て

と
自
分
育
て

●
講
師　

広
岡
守
穂
さ
ん
（
中
央
大

学
教
授
）

●
入
場
料　

無
料

※
手
話
通
訳
し
ま
す
。
託
児
希
望
は

　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
問
い
合

１１

１９

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に �
�
�
�
�
 

フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

地
球
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
に
は
、
名
古

屋
市
出
身
の
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
「
八

竜
リ
バ
テ
ィ
ー
バ
ン
ド
」
を
招
き
、

「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ

た
ら
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１１

２０

●
時
間　

午
後
７
時
〜
（
午
後
６
時

　

分
開
場
）

４５
●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
参
加
協
力
費　

１
５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先　

地
球
ハ
ー
モ
ニ

ー
か
に
の
国
枝
の
り
子
さ
ん　

��
１
４
３
３
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可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー  �
�
 

シ
ャ
ン
ソ
ン
で
癒
さ
れ
よ
う

可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
は
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
の
遠
藤
伸
子
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
水
）

１２

１５

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
（
午
後

３０

零
時　

分
開
場
）

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が

必
要
）

 
入
場
整
理
券
配
布 �
�
�
�
�
�
�
 

▽
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前
８

１１

１６

時　

分
〜

３０

▽
配
布
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

各
連
絡
所
（
１
人
２
枚
ま
で
）

●
問
合
先　

可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー �
�
�
�
 ��
７
９
９
０

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園 �
�
�
�
�
 

感
謝
を
込
め
て
入
園
無
料
！

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
は
、
今
年

５
月
に
世
界
バ
ラ
会
連
合
か
ら
日
本

で
初
め
て
「
優
秀
ガ
ー
デ
ン
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
受
賞
を
記
念

し
「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」
と
し
て
次

の
期
日
を
入
園
無
料
と
し
ま
す
。
皆

さ
ん
で
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１１

１３

●
時
間　
 
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

園
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

※
売
店
の
大
廉
売
市
も
開
催
し
ま
す
。

●
問
合
先　

同
園　
��
７
３
７
３

可
児
市
文
化
協
会
洋
楽
部 �
�
�
�
 

秋
の
音
楽
祭
を
開
催

可
児
市
文
化
協
会
洋
楽
部
は
、
秋

の
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

１４

●
時
間　

午
後
１
時
〜
（
午
後
零
時

　

分
開
場
）

３０
●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

個
人
・
団
体
会
員
に
よ
る

声
楽
、
ピ
ア
ノ
、
合
唱
な
ど

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

同
部
の
奥
村
多
代
子
さ

ん �
�
�
�
 �
��
１
７
４
０

ラ
イ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団 �
�
�
 

　

周
年
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

３０
ラ
イ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団
は
、

「　

周
年
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

３０
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２１

●
時
間　

午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時

　

分
開
場
）

３０
●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

合
唱
組
曲
「
水
の
惑
星
」・

「
家
族
」、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、
黒

人
霊
歌
な
ど

●
入
場
料　

５
０
０
円

※
前
売
入
場
券
を
文
化
創
造
セ
ン
タ

ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（��

３
０
５
０
）
で
販
売
中
。

●
問
合
先　

同
団
の
渡
辺
貞
文
さ
ん

��
５
６
２
０

中
濃
圏
域 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う

愛
・
地
球
博
、
花
フ
ェ
ス
タ
及
び

セ
ン
ト
レ
ア
連
携
・
活
用
中
濃
圏
域

推
進
協
議
会
は
、
来
年
３
月
の
「
愛
・

地
球
博
」、「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

ぎ
ふ
」
の
開
催
な
ら
び
に
、
中
部
国

際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
の
開
港
に

向
け
て
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
申
し
込
み

の
上
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月　

日
（
月
）

１１

１５

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

泉
眞
也
さ
ん
（
万
博
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

●
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

同
会
事
務
局
（
県

中
濃
地
域
振
興
局
内
）

��
３
１
１
１

男女共同参画社会への道
「あなたが怖いと感じたら、
あなたが不自由だと感じたら、
それは…  暴力です。」
夫やパートナーなどの親密な関係にある（あった）

人から受ける暴力を「ドメスティック・バイオレンス（Ｄ
Ｖ）」といい、特に男性から女性に対しての暴力が９割以
上を占めます。
ＤＶの背景には女性を男性より低く見る社会意識

の存在があり、「女は男に服従するもの」「男が女を養
っている」など男性が女性を支配する権力構造の中で、
その支配の仕方が悲しいことに暴力によって表現さ
れてしまいます。
暴力は身体的なものだけではなく、怒鳴る、のの

しる、監視する、行動を制限する、性行為の強要など
心理的・性的な暴力も含み、心には目に見えない深い
傷を負います。

親密な関係の中で起こる暴力であるがために、「自分
さえ我慢すれば」「自分に悪いところがあるから」「いつ
か変わってくれるのでは」と誰にも相談できない、相
談するほどのことではないと考え、独りで悩みを抱
えている人が多いのではないでしょうか。
我慢しないで！あきらめないで！あなたが怖いと

感じたら、不自由だと感じたら、それは暴力です。気
付いてください、どんな理由があろうとも暴力は決
して許されるものではありません。あなたは悪くありま
せん。
まずは独りで悩まないで相談してください。市役所

ではこども課が窓口となり、ほかの機関と連携を
取って対応しています。今年の４月から９月までに
６件の相談がありました。また、総合政策課では、毎月
第１土曜日の午後から文化創造センターで専門のアドバ
イザーによる相談を行っています。

あなたの一歩を応援します。
●問合先　総合政策課

vol.５３
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可
児
お
や
こ
劇
場 �
�
�
�
�
�
�
 

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

可
児
お
や
こ
劇
場
は
、「
ア
サ
ッ
テ

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
金
）

１１

２６

●
時
間　

午
後
７
時　

分
〜
（
午
後

３０

７
時　

分
開
場
）

１５

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容　

原
ゆ
う
み
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

と
岡
本
伸
子
さ
ん
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
）
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

●
入
場
料　

前
売
入
場
券
１
５
０
０

円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）、
当
日
券
２

０
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先　

可
児
お
や
こ
劇

場 �
�
�
�
�
 �
��
３
２
９
５

�
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会 �
�
�
�
�
 

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所　

市
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
１８

●
持
ち
物　

運
動
服
、
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日　
　

月　

日
（
水
）

１１

１０

午
前
８
時　

分
〜

３０

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局

��
８
６
０
０

環
境
講
座 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

里
山
の
秋
を
体
験
し
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
里

山
ク
ラ
ブ
可
児
」
は
、
作
業
体
験
や

味
覚
を
通
し
て
、
里
山
の
秋
を
満
喫

す
る
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２１

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２

３０

時
（
小
雨
決
行
）

●
場
所　

我
田
の
森
（
久
々
利
）

●
内
容　

ご
か
き
や
チ
ッ
パ
ー
を
使

っ
た
た
い
肥
作
り
と
、
と
ろ
ろ
汁

作
り

●
対
象
者　

市
内
に
住
む
親
子

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　
　

人
（
親
子　

組
）

３０

１５

●
申
込
期
間　
　

月
８
日
（
月
）
〜

１１

　

日
（
木
）

１８
●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

め
だ
か
の 
楽 がっ 
校  �
�
�
�
�
�
�
�
 

こ
う

可
児
川
を
観
察
し
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
め

だ
か
の
楽
校
」
は
、「
第　

回
川
ウ

１０

オ
ッ
チ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
集
合
場
所　

中
恵
土
公
民
館
（
バ

ス
送
迎
あ
り
）

●
コ
ー
ス　

市
役
所
か
ら
前
沢
ダ
ム

（
御
嵩
町
）
ま
で
の
一
部
区
間
（
約

５
㎞
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

６０

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１１

１２

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会 �
�
 

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、

手
作
り
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１２

１２

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
出
店
物　

手
作
り
品
に
限
る

●
出
店
料　

１
ブ
ー
ス
＝
１
２
０
０

円
●
募
集
ブ
ー
ス　
　

ブ
ー
ス
（
抽
選
）

２５

●
対
象
者　

可
児
・
加
茂
地
域
（
さ

さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
内
）、

ま
た
は
県
内
の
近
隣
市
町
村
在
住

の
人

●
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
出
品
物
（
全
部
）

を
記
入
し
、
〒
５
０
９
―

０
２
０

５
徳
野
南
１
―　

「
か
に
フ
リ
ー

３３

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
」
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
土
）
必

１１

２０

着
●
問
合
先　

同
会
の
山
口
さ
ん

��
１
１
９
３

期　

日

　

／
３
（
金
）

１２

６
（
月
）

　

（
水
）

１５
　

（
土
）

１８
　

（
祝
）

２３

時　

間

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
後
７
時
〜
９
時

水の観察をする子どもたち（昨年）
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岐
阜
県
老
人
障
害
予
防
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座
を
開
催

岐
阜
県
老
人
障
害
予
防
セ
ン
タ
ー

は
、
痴
呆
予
防
に
関
す
る
公
開
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
３
日
（
金
）

１２

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

●
場
所　

美
濃
加
茂
市
文
化
会
館

（
美
濃
加
茂
市
島
町
）

●
演
題　

知
っ
て
ほ
し
い
痴
呆
へ
の

取
り
組
み　

●
講
師　

長
谷
川
和
夫
さ
ん
（
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
理
事
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１１

２６

●
申
込
・
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

�
０
５
７
７�
０
２
６
５

可
児
市
卓
球
選
手
権
大
会 �
�
�
�
 

卓
球
大
会
に
参
加
し
よ
う

可
児
市
卓
球
協
会
は
、
可
児
市
卓

球
選
手
権
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
期
日　
　

月
５
日
（
日
）

１２

●
時
間　

午
前
９
時
〜

●
場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

●
申
込
方
法　

市
体
育
連
盟
事
務
局

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
・
錬
成

館
内
）
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
申

し
込
む

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１１

１９

●
問
合
先　

同
協
会
の
鈴
木
広
行
さ

ん �
�
�
�
�
 ��
６
６
４
０

（
財
）可
児
市
公
共
施
設
振
興
公
社 �
 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぼ
う

（
財
）
可
児
市
公
共
施
設
振
興
公

社
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
〜　

年
３
月　

１１

１８

１７

１７

日
の
木
曜
日
（
全　

回
）

１６

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
●
場
所　

Ｌ
ポ
ー
ト
可
児
（
姫
ケ
丘

　

・
可
児
工
業
団
地
内
）

●
講
師　

都
築
貞
子
さ
ん
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ

デ
ザ
イ
ン
教
室
講
師
）

●
対
象
者　

一
般
成
人

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
月
）

１１

１５

●
申
込
・
問
合
先　

同
公
社
（
Ｌ
ポ

ー
ト
可
児
内
） �
 ��
０
１
１
１

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
岐
阜
県
第　

団 �
 

３２

み
ん
な
集
ま
れ
！

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
岐
阜
県
第　

団
３２

は
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

 
ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
世
界
一
周
旅
行  

▽
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２８

▽
内
容　

世
界
の
中
の
５
カ
国
を
手

作
り
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
回
り

な
が
ら
、
各
国
の
文
化
や
食
事
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
（
保
護
者
対
象

の
食
育
講
演
も
あ
り
ま
す
）

 
シ
ン
デ
レ
ラ
姫
の
ク
リ
ス
マ
ス �
 

▽
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１２

１９

▽
内
容　

シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
の
中
の

話
を
基
に
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
、

パ
ズ
ル
、
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど

〔
共
通
項
目
〕

●
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

●
場
所　

中
恵
土
公
民
館

●
対
象
者　

年
長
か
ら
小
学
６
年
生

　

の
女
子
（
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

各　

人
３０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

同
団
の
木
下
直

美
さ
ん �
�
 �
�
�
７
５
５
１

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 �
�
�
�
�
 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

岐
阜
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協

会
東
濃
支
部
は
、
第
３
回
東
濃
支
部

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）
小
雨
決

１１

１４

行

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
（
受
け

付
け
は
９
時
か
ら
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
（
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
参
加
資
格　

自
由

●
持
ち
物
な
ど　

運
動
の
で
き
る
服

装
（
デ
ィ
ス
ク
の
無
い
人
は
無
料

で
貸
し
ま
す
）

●
参
加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
以

下
２
０
０
円
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

７０

●
申
込
方
法　

参
加
者
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
岐
阜
県
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
東
濃
支

部
事
務
局
へ
連
絡
す
る

●
申
込
締
切　
　

月
７
日
（
日
）

１１

●
申
込
・
問
合
先　

同
事
務
局

�
�
�
７
３
７
２

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会 �
�
�
�
�
 

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
は
、
ホ
ス

ピ
ス
や
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
特
別
講
演
会
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

１４

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
（
土
岐

市
土
岐
津
町
）

●
演
題　

怖
く
な
い
前
立
腺
が
ん
の

話
●
講
師　

高
羽
秀
典
さ
ん
（
土
岐
市

総
合
病
院
泌
尿
器
科
部
長
）

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先　

同
事
務
局

�
０
５
７
２�
３
９
２
３

市
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー  �
�
�
�
 

悩
み
を
相
談
し
よ
う

岐
阜
県
言
語
障
害
を
も
つ
親
の
会

は
、
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
障
害
や
発

達
の
遅
れ
の
悩
み
に
答
え
る「
第　
５１

回
治
療
教
育
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
日 
　

月　

日
（
日
）

１１

２８

●
時
間　

午
後
零
時　

分
〜

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
相
談
員　

柚
木
馥
さ
ん
（
岐
阜
大

学
名
誉
教
授
）、
県
内
の
障
害
児

教
育
に
か
か
わ
る
幼
稚
園
・
小
学

校
教
諭
、
通
園
施
設
職
員
な
ど

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

※
保
育
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
金
）

１１

１９

●
申
込
・
問
合
先　

市
養
護
訓
練
セ

ン
タ
ー　
　
　
  ��
０
２
５
５
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女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン �
�
�
 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
、
女
性
に
か
か
わ
る
人
権
相
談

に
県
内
の
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
で

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１１

２１

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

●
相
談　
�
０
５
８
（
２
４
０
）
５

５
８
０

●
問
合
先　

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
事
務
局
（
岐
阜
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
内
）　

�
０
５
８
（
２
４
５
）
３
１
８
１

緑
の
基
本
計
画 �
�
�
�
�
�
�
�
 

地
域
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

市
は
、
緑
地
の
適
正
な
保
全
お
よ

び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
計
画
「
緑

の
基
本
計
画
」
の
策
定
を
現
在
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
形
特
性
に
よ
っ
て
分

け
ら
れ
た
次
の
４
つ
の
区
域
ご
と
に
、

各
地
域
の
貴
重
な
緑
の
保
全
や
緑
化

の
推
進
な
ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

●
時
間　

午
後
７
時
〜

●
問
合
先　

都
市
計
画
課

可
児
市
成
人
式 �
�
�
�
�
�
�
�
 

市
外
在
住
者
は
届
け
出
を

市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、

平
成　

年
可
児
市
成
人
式
を
次
の
よ

１７

う
に
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

年
１
月
９
日
（
日
）

１７

●
時
間　

午
後
１
時
〜
（
受
け
付
け

は
正
午
か
ら
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
対
象
者　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

５９

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

６０

 
申
込
方
法 �
�
�
�
�
�
�
�
 

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

往
復
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
の

で
、
出
席
・
欠
席
を
明
記
し
て
返

送
し
て
く
だ
さ
い

○
市
外
に
住
所
が
あ
る
人

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、　

月
１２

　

日
（
金
）
ま
で
に
、
①
生
涯
学

１０習
課
ま
た
は
各
連
絡
所
に
備
え
付

け
の
届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
す
る
か
、
②
電
子
メ
ー

ル
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

卒
業
中
学
校
を
明
記
し
て
、
ア
ド

レ
スsyogaigakusyu@

city.

 
             
     

kani.gifu.jp

            

へ
送
付
す
る
か
、

い
ず
れ
か
の
方
法
で
届
け
出
し
て

く
だ
さ
い

 
注
意
事
項 �
�
�
�
�
�
�
�
 

▽
当
日
は
、
卒
業
中
学
校
ご
と
に
受

け
付
け
し
ま
す

▽
中
学
卒
業
後
に
市
内
で
転
居
し
た

人
は
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▽
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.kani.gi

        
 
 
             fu.jp/

      

　

か
ら
も
届
け
出
で
き
ま
す

●
問
合
先　

同
課
同
係

県
民
手
帳 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

新
年
版
を
販
売
し
ま
す

県
統
計
協
会
が
発
行
す
る
平
成　
１７

年
版
岐
阜
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。

最
新
の
各
種
統
計
資
料
や
、
日
常
生

活
に
役
立
つ
情
報
な
ど
が
収
録
さ
れ

た
、
便
利
で
使
い
や
す
い
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
大
き
さ　
　

・
３
セ
ン
チ
×
９
・

１７

１
セ
ン
チ

●
価
格　

４
８
０
円
（
税
込
み
）

●
販
売
期
間　
　

月
８
日
（
月
）
〜

１１

　

年
１
月　

日
（
月
）

１７

３１

●
販
売
場
所　

市
総
合
政
策
課
ま
た

は
市
内
各
連
絡
所

●
問
合
先　

市
総
合
政
策
課

多
治
見
税
務
署 �
�
�
�
�
�
�
�
 

消
費
税
等
説
明
会
を
開
催

多
治
見
税
務
署
は
、
消
費
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
消
費
税
等
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月　

日
（
月
）

１１

２２

●
時
間　

○
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
午
後
１
時　

分
〜
３
時
の
２
回

３０

●
場
所　

多
治
見
市
文
化
会
館
（
多

治
見
市
十
九
田
町
）

●
対
象
者　

平
成　

年
分
の
課
税
売

１５

上
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
事

業
者
で
平
成　

年
分
か
ら
消
費
税

１７

　

の
課
税
事
業
者
と
な
る
人
、
経
理

を
担
当
す
る
事
業
従
事
者
、
従
業

員
の
人

●
問
合
先　

同
税
務
署

�
０
５
７
２�
０
１
０
４

おおがき芭蕉生誕３６０年祭「元禄芭蕉回廊　大垣」開催中
松尾芭蕉が過ごした自由で創造的な世界が大垣市に再現され、１０の体験館により元禄時代の歴史・文化・芸術を体験できます。
●期間　１１月２１日（日）まで　●時間　午前１０時～午後５時　●場所　大垣市中心市街地（大垣駅通り、本町通りを中心とする一帯）
●入場料　無料　●問合先　同祭推進協議会事務局�０５８�４１１１（大垣市役所内）

場　所期　日対象地区

帷子公民館１１／９（火）帷子

春里公民館１０（水）春里・姫治

平牧公民館１７（水）
久々利・平牧・
桜ケ丘・広見東

総合会館分室

（JR可児駅西）
１８（木）

広見・下恵土・
中恵土・川合・
今渡・土田

１１月のごみ・リサイクル資源収集日

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収　集　地　区

１７（水）２４（水）中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

１８（木）２５（木）今渡・土田

２２（月）１５（月）菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２５（木）１８（木）東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

２４（水）１０（水）
川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・
矢戸・塩・塩河・室原・坂戸台

３０（火）１６（火）
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

１９（金）１２（金）下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見

２６（金）１９（金）桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

資源集団回収にご協力を
１１月２８日（日） 期　  日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、
トレー、発泡スチロー
ル、紙類（新聞と広告
は別にする）

回収品目

午前９時～１１時の間に
総合会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

収集時間

場　　所

国民健康保険税
　　６期

介護保険料

※１１月３０日までに納めま
　しょう。
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法律相談
●期日　１１月１６日（火）、２４日（水）
●受付時間　１時～２時　●場所
福祉センター（今渡）　●問合先　ま
ちづくり推進課

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　●場所
養護訓練センター（可児警察署西）
●申込・問合先　同センター　��
０２５５

行政相談
●期日　１１月１２日（金）　●時間　１
時～４時　●場所　市役所１階相談
室　●問合先　総務課

住宅（建築）相談
●期日　１１月１９日（金）　●時間　１
時～４時　●場所　市役所１階相談
室　●問合先　建築指導課

発達と教育の相談会
●期日　１１月１７日（水）　●時間　１
時３０分～３時３０分　●場所　総合会
館分室（ＪＲ可児駅西）　●申込方
法　各幼稚園、各保育園、小中学校
に備え付けの相談申込書で申し込む
か、教育研究所へ電話で予約する
●問合先　同研究所　��４８４１

景観相談
●日時　○緑化＝１１月１６日（火）
２時～４時　○デザイン・色彩＝１１月
１８日（木）９時３０分～１１時３０分
●場所　市役所１階相談室　●申込
方法　都市計画課へ電話で予約する
●問合先　同課

生涯楽習相談
●期日と場所　○１１月１４日（日）＝文
化創造センター（下恵土）　〇１１月１５
日（月）＝市役所１階相談室　●時間
１時～４時　●問合先　生涯学習課

心配ごと相談
●期日　１１月１６日（火）、２４日（水）
●時間　１時～４時　●場所　福祉
センター　●問合先　市社会福祉協
議会　��１５５５

国税の出張相談
●期日　１１月１１日（木）、２５日（木）
●時間　１０時～３時　●場所　市役
所１階相談室　●問合先　税務課

人権・困りごと相談
●期日　１１月１２日（金）　●時間　１
時～４時　● 場所　図書館本館（広
見）　●問合先　まちづくり推進課

こども相談
●期日　１１月１８日（木）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セ
ンター　●対象者　乳幼児を持つ人
※育児に関する相談に応じます。

ポリオ

●対象者　投与日を基準として、生
後３カ月から９０カ月までの乳幼児で、
未投与者と１回投与済者　※生後３
カ月を過ぎたら、できるだけ早く投
与を受けてください。また２回目投
与は、１回目との間隔を６週間以上
空けてください。

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　●受付時間　９
時１５分～９時３０分　●場所　保健セ
ンター

あこがれママ教室
●期日　○２課＝１１月１２日（金）　○３課
＝１１月１９日（金）　●受付時間　９時
２０分～９時３０分　●場所　保健セン
ター　●内容　○２課＝妊婦体操（運
動のできる服装、飲み物を持参）、歯
の衛生（歯ブラシ、手鏡、コップを持参）
○３課＝臨月からお産、乳房の手当て

献血
●期日　１１月２３日（祝）　●受付時間
１０時～１時、２時～４時　●場所　ユ
ニー可児店（中恵土）

離乳食相談
●期日　１１月１６日（火）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　離乳期の
乳児を持つ人　

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日　１１月１６日（火）　●受付時
間　１時 ～１時１５分　● 場 所　保
健センター　●対象者　１６年７月
１日～１５日生まれ　※判定・ＢＣＧ
接種は、ツベルクリンを受けて４８時
間後に行います。

こども歯みがき相談
●期日　１１月１２日（金）　●受付時間
１時２０分～２時　●場所　保健セン
ター　●対象者　１４年７月生まれ　●内
容　歯科健診、歯こう染め出し、ブラ
ッシング指導、おやつ指導　●持ち物
母子手帳、エプロン、タオル、歯ブラ
シ、手鏡、コップ　●申込先　健康
増進課（前日までに）

元気はつらつ講話
●期日と場所　○１１月１１日（木）＝
福寿苑（大森）○１１月２２日（月）＝
可児川苑（坂戸）　　●時間　１０時
～１０時４０分　●内容　音楽で五感
を刺激「音楽で今も昔もいきいき実
感！」

１歳６カ月児健康診査
●期日　１１月１５日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１５年４月１６日
～３０日生まれ　※虫歯予防と栄養に
ついてもお話します。

離乳食モグモグ教室
●期日　１１月１９日（金）　●受付時間
９時４５分～１０時　●場所　総合会館
（市役所向かい）　●対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　●持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　●申込
締切　１１月１２日（金）　●申込先　健
康増進課

３種・２種混合（初回・追加）
●期日と場所　○１１月１７日（水）＝土
田公民館　○１１月２４日（水）＝久々利
公民館　●受付時間　２時～２時３０
分　●対象者　生後５カ月以上９０カ
月未満　○３種＝百日ぜきにかかっ
たことのない子（３～８週間の間隔で
３回接種）　○２種＝百日ぜきにかかっ
たことのある子（４～６週間の間隔で２
回接種）　※初回終了後、１年～１年半
の間隔で追加接種を受けてください。

場　所受付時間期　日

下恵土公民館２時～
２時３０分

１１／１２
（金）

保健センター１時３０分～
２時３０分

２２
（月）

乳児健診・１歳６カ月児健診・３
歳児健診と保健センターで行われ
る予防接種の番号札は、午前８時
３０分から受付に用意しています。
番号札を利用する場合は、母子健康
手帳を持参の上、お越しください。
●問合先　健康増進課
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水野まさとくん（
２歳・今渡） 市村しゅんたくん（１歳・今渡） 遠藤まみちゃん（１０カ月・下恵土）

（１０月１日現在）

●人　口……９ ８，７７０人
（男４９，１６７人、女４ ９，６０３人）
（前月より６５人増、

昨年同月より１，１８２人増）

●世帯数…３ ４，８５１世帯

文化の秋・音楽に親しむ本

本　　　　　　　館　�� ５ １ ２ ０
帷　 子　 分　 館　�� ８ ５ ３ ０
桜　ケ　丘　分　館　�� ３ ４ ７ ３

http://w w w.tosyokan .kani .gifu .jp/

●「市史編さん室から　パート５」展
　１１月１１日（木）まで（本館）
●「女性の人権を考えよう」展
　１１月１３日（土）～１１月２５日（木）まで（本館）
●「夢あふれるデコパージュ」展
　１１月２５日（木）まで（帷子分館）
●「手作り三昧　パート３」展
　１１月２５日（木）まで（桜ケ丘分館）

移動図書館　　　　　
ひまわり号巡回予定表

『究極！クラシックのツボ』許光俊編（青弓
社）：クラシックってなに？指揮者の仕事って
なに？初心者の素朴な疑問に答え、重要な情報
だけを厳選したガイドブックです。

『戦場のピアニスト』ウワディスワフ・シュピ
ルマン著（春秋社）：ドイツ軍によるポーラン
ド侵攻の時代。名ピアニスト・シュピルマンの、
命をかけた逃避行の体験をつづったドキュメン
トです。同名映画の原作です。

『パリ左岸のピアノ工房』Ｔ．Ｅ．カーハート
著（新潮社）：パリに住むアメリカ人の著者が、
中古ピアノを再生する工房で若き職人に出会い、
忘れかけていた音楽への愛情を取り戻します。
実録ですが小説のような雰囲気をたたえた作品
です。

●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２時～、
第２・４木曜日午前１１時～（幼児向け）　○帷
子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木
曜日午前１ ０時３０分～（幼児向け）　○桜ケ丘分
館＝毎週土曜日午前１ ０時３０分～
●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など

※図書館では音楽ＣＤも貸し出しています。
　ご利用ください。

１１月１日（月）、３日（祝）、８日（月）、１５日（月）
      ２２日（月）、２３日（祝）、２６日（金）、２９日（月）
１２月６日（月）

　　  ※１１月２６日（金）は館内整理日です。

時　間場　所月日
２:１ ０ ～ ２:５０春 里 連 絡 所１１／１２

（金）
３:０ ０ ～３:４０光 陽 台 四 丁 目 公 園
３:５ ０ ～ ４:３０西 可 児 中 学 校
１:３ ０ ～ ２:００みずきケ丘三丁目公園

１６
（火）

２:１ ０ ～ ２:４０今 公 民 館
２:５５～ ３:３０清 水 ケ 丘 集 会 所
３:４５ ～ ４:３０南 帷 子 小 学 校
１:３ ０ ～ ２:００柿 下 公 民 館

１７
（水）

２:１ ０ ～ ２:５０緑ケ丘二丁目バス停
３:０５ ～３:３０広 見 東 連 絡 所
３:４５～ ４:３０東 明 小 学 校
１:３０ ～ ２:０５奥山台あすなろ公園１９

（金）
２:２０～ ２:５０松 伏 団 地
３:１ ０ ～ ４:３０旭 小 学 校
１:３０ ～ ２:００福 寿 苑

２４
（水）

２:１５～ ２:４５大 平 公 民 館
３:０５ ～３:３５し ら さ ぎ 団 地
３:５０ ～４:３０広 見 小 学 校
２:００ ～ ２:５０桂ケ丘二丁目バス停２５

（木）
３:０５～ ３:４０桜 ケ 丘 西 友 駐 車 場
３:５０～ ４:３０桜 ケ 丘 小 学 校

移動図書館・ひまわり号は、あなたの近くへ
２，５００冊の本を積んで巡回しています。
図書館まで遠くて利用しにくい皆さん、近く
の停車場所でご利用ください。

除籍本をお譲りします
　図書館は、除籍した資料（雑誌、図書）を市
民の皆さんにリユース（再活用）本として無料
でお譲りします。どうぞご利用ください。
●期日　１１月２３日（祝）
●時間　午後１時３０分～４時
●場所　図書館本館（広見）
●冊数　一人１０冊まで
※当日は休館日のため、通常業務は行いません。



表 紙 の 人

間瀬　淳さん
第４日曜日の朝、

総合会館分室（ＪＲ
可児駅西）の駐車場
に設置された市民リ
サイクルステーショ

ンは、空き缶や新聞紙、雑誌などを搬入する多く
の人たちであふれます。
このリサイクルステーションを運営する可児市
生活学校の会長として１６年。今までにアルミ缶回
収、マイバッグ運動、環境に優しいせっけんの普
及、親子による河川の水質調査「カワゲラウオッ
チング」など数々の環境保全活動に、会員ととも
に取り組んできました。今年６月には、このよう
な活動が認められ、環境省の「地域環境保全功労
者賞」を受賞しました。
「ここまでこられたのは、みんなに助けてもら
って、人材に恵まれたから」と語る間瀬さん。
「何の無駄もない人生だった」と今までの生き方
と活動を重ねる姿に、後を継ぐ若い人たちへの大
きな期待が感じ取れました。
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１１７

●外国人集住都市会議
可児市には、多くの外国人が暮らしていま

す。そうした都市の関係者が全国から愛知県
豊田市に集まり、抱える課題について話し合
いました。

★シリーズ：図書館だより

●放送時間　土・日曜日（７：３ ０・１２：３ ０・１４：０ ０・２ ０：０ ０・２ ２：０ ０）
月～金曜日（７：３ ０・１２：３ ０・２ ０：０ ０・２ ２：０ ０）

※番組の内容や時間は変更することがあります。

●うるおいライフ
市ＰＴＡ母親委員会は、子どもたちの日々

の生活を見守り支える活動を続けています。
そんなお母さんたちの地道な取り組みを紹介
します。

★シリーズ：好きなのはカニダー

●鳩吹山の今
市の西端にある鳩吹山は、市の内外からた

くさんの人が散策に訪れる人気の場所です。
パトロールボランティアの話などを通して、
現状を紹介します。

★シリーズ：学校めぐり

●戦争の記憶を訪ねて（６）
戦争の記憶を振り返る特集の６回目です。

これまで、いく人かに貴重な体験談を語って
いただきましたが、今回はどんな話が聞ける
のでしょうか。

★シリーズ：Ｇｏ！Ｇｏ！花フェス

１１/６～

１２

１１/１３～

１９

１１/２０～

２６

１１/２７～

１２/３

秋色のじゅうたん
野山が赤や黄色に色付く季節。木々の散らした落ち葉が、山の
陰に色どり豊かなじゅうたんを敷き詰めました。冬を目前にし
た自然の芸術です。

（土田・可児川下流域自然公園）


